
２３年度実施予定 行政提案型協働事業 提案一覧 
 

事業名（事業担当課） 事 業 概 要 

 

 

①地場産の花を理解する 

農業理解促進事業「花育」 

（農水産課） 

 

 

 

 （予算額 900,000 円） 

【事業の概要及び目的】 

 花き産地の利点を活かして、「花と緑にふれあいを持って、生命と自然についての理解を深める」ことを目的とする。 

 生産現場や、花とのふれあい体験を絡めたイベントの参加・企画し、地場産の花の魅力や楽しみ方を普及する。 

 また、小さい頃から花と親しむ機会を増やし、花が生活の中で身近にある環境をつくる。 

【協働により解決したい課題・事業】 

 ・地場産の花の理解を理解し、花育の目的を達成できる人材の育成と確保 

 ・行政単独では難しい、様々な専門性や背景を活かしたイベントや企画 

 ・地場産花きの魅力の普及 

 ・花を使った「生命と自然の大切さ」の普及 

 

②こころと命のサポート事業 

  「自殺対策啓発事業」 

（くらし安全課） 

 

 

（予算額 80,000 円） 

【事業の概要及び目的】 

平成 20 年 7 月に「平塚市民のこころと命を守る条例」が施行されたことを受けて、「こころと命のサポート事業」とし

て、命の大切さや尊さについての普及啓発や、様々な自殺対策に取り組んでいる。こうした普及啓発の一環として、本や

絵本を通じ、命の大切さや尊さについて伝えていく。 

【協働により解決したい課題・事業】 

幼児、児童、生徒を中心に幅広い世代に向け、「いのちの大切さや尊さ」について伝える。また、考えたり、話し合った

りするきっかけをつくる。  

 

③男女共同参画推進紙芝居 

実演及び普及啓発事業 

（人権・男女共同参画課） 

 

 

（予算額37,360円） 

【事業の概要及び目的】 

男女共同参画の意識啓発を推進するため、手づくり紙芝居を幼稚園児、保育園児、小学生へ実演する。また、保育士等

に実演などのノウハウを講義する。男女共同参画社会の実現に向け、若い世代の男女平等意識づくりと教育の推進を図る

ことを目的とする。 

【協働により解決したい課題・事業】 

  男女共同参画の意識啓発を図る事業として、紙芝居の実演と保育士等に対する講義の実施は、市民活動団体と協働して

実施したほうが、効果が上がる。 



 

 

④映像で PR！地域のお困りごとを

地域で解決する取り組み紹介 

（協働推進課） 

 

 

     （予算額 147,000 円） 

【事業の概要及び目的】 

 地域の課題解決に向け、自治会などの地域団体が連携して取り組んでいる具体的な活動を取材し、記録する。この記録

を元に、地域課題への取り組みを紹介するＤＶＤの作成をはじめ、パンフレットの作成やホームページへの掲載等、地域

の各種団体が連携して解決を図っていく活動のＰＲを通じ、地域内や他の地域への普及啓発・促進を図っていく。 

【協働により解決したい課題・事業】 

 市内の各地域で抱えている様々な課題に対して、地域の各種団体が連携して解決を図るなど先進的な取り組みを紹介す

ることにより、各地域での課題解決のきっかけ作りとしていただき、実践活動へとつながるヒントに役立てていただく。 

（継続事業） 

⑤ひらつか花アグリ 

花のある景観づくり事業 

    （農水産課） 

【事業の概要及び目的】 

ひらつか花アグリ（農総研跡地）の北側に位置する古川排水路沿いの桜並木、及び、県道平塚・秦野線からのメイン進

入路の入口部分に、花を植栽することで、ひらつか花アグリにふさわしい景観を創出し、拠点の魅力アップを図るととも

に、地域住民にも親しまれる拠点とする。  

【協働により解決したい課題・事業】 

ひらつか花アグリの周辺景観の整備を行い、地域住民等の参加を促進するとともに、事業への理解を図る。 

  （予算  ２１年度 134,500 円  22 年度 188,000 円  23 年度 108,000 円） 

 


